
令和２年度４月補正予算の概要
＜新型コロナウイルス感染症対策・緊急支援フェーズ＞

HPはこちらから

命と医療を守る

予算額３３０億円
（うち債務負担行為２０１億円）

（金額単位：千円）

検査・外来機能の強化 150,676
・医療機関の個人防護具、ＰＣＲ検査装置等の購入支援

医療機器等設備整備事業 691,720

入院患者のための病床確保事業 784,780

「新型コロナ臨時外来」設置事業 169,600

軽症者等の療養体制確保事業 677,900
　重症者への医療提供体制を確保するため、軽症者・無症状者等の
宿泊療養施設としてホテル等を活用

　感染者の受け入れのために、病院の空き病床を確保

　患者数増加に備え、入院患者受入医療機関の
個人防護具、人工呼吸器、ＥＣＭＯ等を整備

・相談窓口の強化及びＰＣＲ検査体制の強化

　感染者増加に備えた医療機関屋外等への臨時外来設置体制の確保

～感染拡大防止策・医療提供体制の強化 ３７億円～

業と雇用を守る

民間金融機関と連携した事業者の資金繰り支援 5,760,000
〔債務負担行為　Ｒ３～５　20,100,000千円〕

　新型コロナウイルス感染症対応資金利子補給事業の創設
　利子補給による３年間実質無利子・無保証の資金繰支援　利子補給による３年間実質無利子、保証料ゼロの資金繰り支援
　融資限度額：３０００万円　融資限度額：３，０００万円

生活衛生関係営業継続応援事業 33,000

新型コロナ対応雇用継続支援事業 100,000
  国の「雇用調整助成金（新型コロナウイルス感染症緊急対応
特例措置）」の支給決定を受けた中小企業を対象に上乗せ助成

　生活衛生関係営業者の事業継続を図るため、一時金支給による支援や
指導センターの相談体制を強化

～中小企業・農林漁業者の支援、雇用の維持 ２６２億円～

感染収束への「万全の守り」と
Ｖ字回復への「着実な備え」！

来るべき
Ｖ字回復フェーズへ

旧海部病院改修軽症者等療養体制確保事業 850,000

宿泊施設帰省者受入れ支援事業 50,000

避難所感染症緊急対策事業 34,000
市町村における避難所感染症対策への支援等

社会福祉施設等における衛生資材の整備支援 246,500
マスクや消毒液等の確保支援等

県民への広報体制強化 31,000
  新聞・雑誌・ケーブルテレビ等を活用した県民への周知
広報や高齢者・障がい者にも配慮した感染症予防の啓発

　リタイアインフラである旧海部病院を改修し、軽症者・無症状者の
宿泊療養施設として活用

　帰省者を受け入れる宿泊施設を確保

採用内定取消者等を対象とした会計年度任用職員の採用 44,000

和牛肉等学校給食提供推進事業 110,000

新型感染症対策がんばる観光応援事業 6,000

○ 中小企業及び個人事業主に対する県有施設テナント料の減免

　県内在住の採用内定取消者等を会計年度任用職員に採用

　和牛肉等の需要喚起を図るため、学校給食への提供を支援

　観光関連事業者を支援するため、従業員のスキルアップにつながる
研修開催経費を助成

（金額単位：千円）

ＳＴＯＰ！感染拡大
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学びを守る

「学校給食食材」供給体制支援事業 60,000

学校・家庭「学びの力」向上支援事業 50,000

ＥｄＴｅｃｈを活用した学びの場構築事業 60,000

障がいのある児童生徒のための入出力装置整備事業 5,700

○ 学校臨時休業時放課後児童クラブ運営支援事業 150,000

　臨時休業により追加で生じる費用を市町村に補助

○ 特別支援学校等の臨時休業に伴う放課後等デイサービス支援事業 26,000

○ ＳＮＳ活用「生徒の心の相談」実証事業 17,000

学校における感染症対策事業 54,475

　臨時休業を今後新たに設定する場合においても安定的に給食が供給
されるよう、食材供給体制を支援

　臨時休業に伴い、ストレスや不安、悩みを抱える生徒の心のケアを
行うため、ＬＩＮＥによる双方向の相談窓口開設期間を大幅に拡大

　マスク・消毒液等衛生用品の整備及び購入支援

　ＩＣＴを活用した個に応じた学習環境の提供、遠隔授業及び
テレワークのモデル実証

　臨時休業により追加で生じる利用者負担の支援等

　障がいのある児童生徒の情報機器端末使用を支援するため、
障がい種別に応じた入出力支援装置を整備

　デジタルコンテンツを活用した臨時休業期間中の在宅学習支援や、
学校再開後に児童生徒の学習状況等に応じた学習環境を提供

～学校臨時休業への対応 ４億円～

あらゆる危機事象に即応

○ 危機管理調整費の増額 2,000,000
　感染拡大により新たに生じる事象に機動的に対応するため、
枠予算による即応態勢を強化

生活を守る

社会福祉サービス提供体制の維持 105,085

生活困窮者への住宅確保支援 18,260

○ 生活福祉資金貸付金の積み増し 609,000

心のケア支援事業 5,742

あわ文化緊急対応事業 10,000

　離職や廃業の恐れのある人に対する給付金支給、県営住宅やセーフ
ティネット住宅入居者への家賃の減額等により、居住の安定確保を支援

　タブレット等を活用した遠隔地からのオンライン演奏指導等、
文化活動を支援

　感染症の影響による休業等から収入が減少し、一時的な資金が
必要な方に対する貸付原資の拠出

　施設等で働く職員が感染により出勤が困難となった場合、
他の施設から応援職員を派遣したサービス提供の維持等

　感染症の拡大・長期化により疲弊する県民の心のケアを実施する
精神保健福祉センターや保健所での相談体制を強化

（金額単位：千円）
（金額単位：千円）～生活の支援 ７億円～

～即応力の強化 ２０億円～

「Ｖ字回復フェーズ」に向けて対策を継続！

（金額単位：千円）
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